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アクセスポイントの動作モードの違い

アクセスポイントの動作モードには FIT、Anchor-ac、Cloudの3通りがあります。

FITモード Anchor-acモードCloudモード

AC(Cloud管理可)

PoE PoE

Core
スイッチ

ルーター

Coreスイッチ

PoE PoE

FIT-APFIT-AP FIT-AP FIT-AP FIT-AP FIT-AP Cloud Cloud FIT-AP

Anchor-ac(Cloud管理不可)

FIT-APはACのGUI又はCLIで管理する
ので、FIT-APを単体でGUI又はCLIで
管理することはできません。またFIT-
APはACとの接続が切れるとACを探し
てリブートを繰り返します。

Anchor-acは簡易的なACの機能を持ち
複数のFIT-APを管理することができま
す。 Anchor-acは複数台設定すると1台
がmasterとなり、他のAPはバックアップ
としてmasterが正常なうちはFIT-APとし
て働き、masterに障害が発生すると
Anchor-acとなります。

CloudモードはCloudnetにより

クラウドで管理される使い方と
クラウドに接続しない自律的な
使い方ができます。

Anchor-ap
(Anchor-acのバックアッ
プ状態のFIT-APを
Anchor-APという)
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＃現在のモードを確認(工場出荷状態ではFITモード)
<WA6320> display wlan device role
Current running mode: FIT AP.
# system-viewにてap-modeコマンドでCloudモードに変更
<WA6320> system-view
System View: return to User View with Ctrl+Z.
[WA6320] ap-mode cloud
Changing working mode will reboot system. Continue? [Y/N]:y

#モード変更のためにAPは自動的にrebootします。
System is starting...
Press Ctrl+D to access BASIC-BOOTWARE MENU...
Booting Normal Extended BootWare
リブート中メッセージ省略
Image file flash:/wa6600-boot.bin is self-decompressing.....................
............................................................................
.......Done.
System image is starting...
Line con0 is available.
Press ENTER to get started.
＃起動後Cloudモードになったことを確認します。
<WA6320> display wlan device role
Current running mode: Cloud AP.
<WA6320> save force

アクセスポイントの動作モードのコマンドによる変更

手順： 現在の動作モードの確認 -> 動作モードの変更 -> 変更されたかどうかの確認

コンソール接続の通信設定は、9600ボー、データ8ビット、パリ
ティなし、ストップビット１，フロー制御なし

注：APモードには以下の3つのモード
が選択できます。
ap-mode { anchor-ac | cloud | fit }
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1. APをリブートします。出力例を次に示します。
System is starting...
Press Ctrl+D to access BASIC-BOOTWARE MENU... Booting Normal Extended 
BootWare
The Extended BootWare is self-decompressingDone.

*****************************************************************
*                                                                                                                *
*H3C WA6638 BootWare, Version 7.12                                                     *
*                                                                                                                        *
***************************************************************** 
Copyright (c) 2004-2021 New H3C Technologies Co., Ltd.

Compiled Date: Jan 28 2021
CPU L1 Cache: 32KB
CPU L2 Cache: 256KB
CPU Clock Speed: 2200MHz Memory Type: DDR3 SDRAM
Memory Size: 1024MB
Memory Speed: 933MHz
Flash Size: 256MB
PCB Version: Ver.A BootWare Validating...
Press Ctrl+B to access EXTENDED-BOOTWARE MENU...

アクセスポイントの動作モードのBootWareメニューによる変更
2. プロンプトでCtrl+Bを押して、EXTENDED-BOOTWAREメニューを入力します。
Password recovery capability is enabled. Note: The current operating device is flash
Enter < Storage Device Operation > to select device.
===============<EXTENDED-BOOTWARE MENU>============
|<1> Boot System |
|<2> Enter Serial SubMenu |
|<3> Enter Ethernet SubMenu |
|<4> File Control |
|<5> Restore to Factory Default Configuration 工場出荷時の状態に戻す |
|<6> Skip Current System Configuration |
|<7> BootWare Operation Menu |
|<8> Skip Authentication for Console Login |
|<9> Storage Device Operation |
|<0> Reboot |
================================================== 
Ctrl+Z: Access EXTENDED ASSISTANT MENU
Ctrl+F: Format File System
Ctrl+C: Display Copyright
Ctrl+Y: Change AP Mode
Enter your choice(0-9):

3. Ctrl+Yキーを押してAPモードを変換します。
Please select the new mode Current mode is Fit
==================================================
|NO. Mode |
|1 Fit Mode |
|2 Anchor-AC (Virtual AC mode) |
|3 Cloud Mode |
|0 Exit |
==================================================
Enter your choice(0-3): 3
4. モード番号を入力します。
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お名前 Cloudnetログイン ブランチ サイト 登録するAP

STUDENT1 user: H3CSTUDENT1
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT1 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT2 user: H3CSTUDENT2
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT2 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT3 user: H3CSTUDENT3
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT3 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT4 user: H3CSTUDENT4
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT4 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT5 user: H3CSTUDENT5
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT5 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT6 user: H3CSTUDENT6
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT6 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT7 user: H3CSTUDENT7
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT7 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

STUDENT8 user: H3CSTUDENT8
password: H3C_JAPAN

JAPANOFFICE STUDENT8 APモード： Cloud AP
デバイス名：WAxxxx-JP
シリアル：219801A2YF8XXXXXXXXX

参加者とハンズオン用Cloudnetアカウント
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Cloudnet環境 –はじめに
Cloudnet(旧名称：Oasis)はクラウドのH3C製品管理プラットフォームです。これは始め
るのが簡単で、かつ機能は豊富です。

1.装置がインターネットにアクセスできて、DNSの名前解決ができること(固定IPでアクセスポイントを管理
する場合はDNSの設定(例えば[H3C]dns server 8.8.8.8)などを忘れずに)

2.firewallで以下のポートがオープンであること

• ログイン、認証用ポート
TCP 80
TCP 443

• Cloudnet通信用ポート
TCP 19443 (デフォルト)変更するには以下のコマンドで行います
cloud-management server port port-number

• NTPサーバー用ポート
UDP 123

2.装置のシリアル番号が分かっている(<H3C>display device manuinfoコマンドで表示 )

3.装置には予め以下のコマンドを投入してあること
[H3C]cloud-management server domain oasiscloud.h3c.com

4.Cloudnetにログインアカウントを作成し、ログインして装置を登録、管理を行います。
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Cloudnet環境 –再確認
アクセスポイントのVLAN 1に固定IPアドレスを割り当てる場合の例：
例えば
AＰのVLAN 1に割り当てるIPアドレス：10.0.1.20 255.255.255.0

デフォルトゲートウェイ： 10.0.1.253

DNS: 8.8.8.8

<H3C>sys
<H3C>system-view
System View: return to User View with Ctrl+Z.
[H3C]interface Vlan-interface 1
[H3C-Vlan-interface1]undo ip address
[H3C-Vlan-interface1]undo ipv6 address auto
[H3C-Vlan-interface1]undo ipv6 address dhcp-alloc
[H3C-Vlan-interface1]ip address 10.0.1.20 24
[H3C-Vlan-interface1]quit
[H3C]ip route-static 0.0.0.0 0 10.0.1.253
[H3C]dns server 8.8.8.8
[H3C]cloud-management server domain oasiscloud.h3c.com
[H3C]quit
<H3C>
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Cloudnet環境 –接続して変わること

Cloudnetにアクセス出来れば、以下のことができるようになります。
• リモートからの状態監視
• リモートからの設定変更(Cloudnetでの設定変更は即座にローカルの装置に反映
されます)

• 同一サイトに登録された全てのAPには同一設定変更が反映されます(個別に
別々の設定を施したい場合は、それぞれ別のサイトを作成して登録します)

• Cloudnetで用意されているCloudAP用の設定項目以外を行いたい場合は直接
ローカルのCloudAPのCLIまたはGUIから変更します(個別の設定はCloudnet上に
保管される設定には反映されませんので、ローカルのCloudAPに障害があった場
合、個別の設定は復元できませんので気を付けてください)
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Cloudnet環境 –新規アカウントを作成

https://oasiscloud.h3c.com/
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14

アカウント作成に必要な項目を入力して「登録完了」をクリック

Cloudnet環境 –新規アカウントを作成
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アカウント登録完了をクリックすると確認のメールが届き、リンクを
クリックしてアカウントが有効になります

差出人: cloudnet@oasisinfo.h3c.com

日時: 2023年1月19日 10:31:09 JST

宛先: abc@test.com 

件名: New H3C Cloudnet Platform Email Binding

Click here to activate account

Effective within 24 hours, Please activate as soon as possible!

Cloudnet環境 –新規アカウントを作成

mailto:cloudnet@oasisinfo.h3c.com
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アカウント登録時に登録したメールアドレスを担当者が変わったので変更
する場合にも確認のメールが届き、リンクをクリックしてアカウントが有効に
なります

差出人: cloudnet@oasisinfo.h3c.com

日時: 2023年1月19日 10:31:09 JST

宛先: new@test.com 

件名: New H3C Cloudnet Platform Email Unbinding

Click here to change mailbox

Effective within 24 hours, Please activate as soon as 

possible!

Cloudnet環境 –アカウントのメールアドレスを変更

mailto:cloudnet@oasisinfo.h3c.com


Cloudnet環境 –作成したアカウントでログイン 17

https://oasiscloud.h3c.com/



Cloudnet環境 –サブアカウントの追加

「サブアカウント」

18



Cloudnet環境 –サブアカウントの追加

「サブアカウント」
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※サブアカウントの場合メールアドレス
が正しいかの確認は行われません



Cloudnet環境 –サブアカウントの追加

サブアカウントが管理できるサイトを定義
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Cloudnet環境 –サブアカウントの権限管理

オフィスを選ぶ

権限を選べる
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•Discretionary Account (フルオーソリティアカウント)：テナントと同
じ管理者権限を持ち、引き続きサブアカウントを作成できます。
•Watcher Account (監視アカウント)：主にネットワーク監視用で、
構成管理権限がないのと、サブアカウントの作成ができません。
•Maintenance Account (運用および保守アカウント)：ネットワー
ク構成および保守権限があり、サブアカウントを作成できます。
•Demo Account (デモアカウント)：すべてのデバイスの読み取り専
用機能があり、サブアカウントは作成できません。
•Operation Account (操作アカウント)：主にトラフィックフロー分析
などを行い、サブアカウントを作成できます。
•Config Account (構成アカウント)：ネットワーク構成権限があり、
サブアカウントを作成できます。



Cloudnet環境 –サイトの管理

「組織」
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Cloudnet環境 –装置をCloudnetに登録
詳細は“H3C_Cloud管理AP設定ガイド“をご覧ください。

ネットワーク > デバイス > デバイス追加

①

②

③

Cloudnetには装置のシリアル番号をキーとして登録します

IPアドレスは装置からCloudnetにアクセスに来た時点のIPアドレ
スが最新として登録され、IPアドレスが変更されても、装置から
Cloudnetにアクセスしに来たIPアドレスと登録されているものを比
較し、異なれば更新しますので、管理者は一度登録すれば、装置
のIPアドレスの変更に関わる操作は必要はありません。
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https://h3cgroup-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/EekAZvtqs3ROnfh0ByH8UhkBJvcpm6SMjT1kwrdMS6q2sA?e=JZBXxb


Cloudnet環境 –装置をCloudnetに登録

※登録後リフレッシュを何回かクリックすると、装置が
Cloudnetにつながると状態が緑になります。ならない場合、
22ページ以降の確認方法を実行してみてください。
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Cloudnetでの設定例

SSID毎の認証、電波の選択などは：
ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > WiFi設定

SSIDをクリックすると詳細設定ページが開きます

①

②
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Cloudnetでの設定例

SSID毎の設定ではサービスのON/OFF、SSIDの非公開(hide)、暗号化ができます

電波に乗せるかどうか

公開/非公開

暗号化設定

Okで設定
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Cloudnetでの設定例

802.1x認証では外部RADIUSサーバーの指定ができます
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Cloudnetでの設定例

802.1x認証では内部RADIUSサーバーの指定ができます
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Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定で送出電波の強度、送信チャネル、バ
ンドを調整できます。
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Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定で送出電波の強度、送信チャネル、バ
ンドを調整できます。

32

高密度カバー(遮られていな
い空間APの設定が密集，人
員密集，例えば大型会議室,
食堂,ショールーム,集中事務)
2.4G
チャネル：auto(デフォルト)
電力：60％
周波数帯：20

5GHz-1
チャネル：auto(デフォルト)
電力：80％
周波数帯：20

5GHz-2
チャネル：auto(デフォルト)
電力：80％
周波数帯：20

ホテル(一つのAPは1から2つ
の部屋をカバーしています)

2.4G
チャネル：auto(デフォルト)
電力：80％
周波数帯：20

5GHz-1
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：40

5GHz-2
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：40

独立したオフィス(一つのAPは
1から2つの部屋をカバーして
います)

2.4G
チャネル：auto(デフォルト)
電力：80％
周波数帯：20

5GHz-1
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：40

5GHz-2
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：40

コマーシャルストア(エリア内
のAPの総数が少なく、チャネ
ル資源が十分です)

2.4G
チャネル：auto(デフォルト)
電力：80％
周波数帯：20

5GHz-1
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：80(デフォルト)

5GHz-2
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：80(デフォルト)

デフォルト(デフォルト設定、大部
分のシーンに適用されます)

2.4G
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：20

5GHz-1
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：80(デフォルト)

5GHz-2
チャネル：auto(デフォルト)
電力：100％(デフォルト)
周波数帯：80(デフォルト)



Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定
WA6638-JP 2.4Ghzの場合
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2.4GHz(チャネル): AUTO,1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12,13,14



Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定
WA6638-JP ５GHz-1の場合
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5GHz-1 (チャネル): AUTO,36,40,44,48, 52,56,60,64



Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定
WA6638-JP ５GHz-2の場合
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5GHz-2 (チャネル): AUTO, 100,104,108,112,116,120,124,128,132,136,140



Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定で送出電波の強度、送信チャネル、バ
ンドを調整できます。
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Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > 無線帯域設定で送出電波の強度、送信チャネル、バ
ンドを調整できます。
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Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > Wi-Fi設定 > ドメイン名と白黒リストでドメイン名のホワ
イトリスト/ブラックリストを登録します。
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Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > WiFi設定 > 基本設定
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※オープンは機能ON、クローズはOFF

本機能を有効にすると、デュアルバンドをサポートする無線端末は優先的に
5GHz無線にアクセスします

本機能を有効にすると、施設内の AP が連携してアクセス端末の負荷を分散
します

本機能を有効にすると、AP は端末と連携して端末を誘導し、端末のシームレ
スなローミングを実現します

本機能を有効にした後、5GHzラジオに接続している端末数が 40 台に達し、
他の 5GHzラジオに接続している端末数を10台以上超えると、現在の5GHz無
線SSIDはすぐに非表示になります。 上記の条件のいずれかが満たされない
場合にSSIDを再表示する

ブロードキャストの最適化を有効にすると、AP がダウンリンクからブロード
キャストまたはマルチキャスト パケットを受信すると、AP は ARP ブロード
キャストおよび NS パケットにローカルで応答し、DHCP ブロードキャスト要求、
RS パケット、および DHCPv6 ブロードキャスト パケットを破棄します。受信し
た IPv4 および IPv6 の基本ブロードキャストおよびマルチキャスト パケットは、
通常どおり処理されます。

ブロードキャスト制御を有効にすると、AP は受信したすべてのブロードキャス
トおよびマルチキャストパケットを破棄します。 Broadcast Optimizationを
有効にするとこのオプションが選択できます。



Cloudnetでの設定例

ネットワーク >設定 >クラウドAP > WLAN設定 > WiFi設定 > 詳細設定
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※オープンは機能ON、クローズはOFF
本機能を有効にした後、無線クライアントの信号強度が閾値を下回った場合、
アクセスが禁止されます

この機能を有効にすると、APはノイズフロアを感知する能力を調整します。こ
れにより、複数のAPが同じチャネルを使用する場合のチャネル使用率が向上
します。 設定値が小さい程、APがノイズフロアを感知する能力が弱くなりま
す

本機能を有効にすると、AP は2.4Gに設定されたレートより低いレートの使用
を禁止します

本機能を有効にすると、AP は5Gに設定されたレートより低いレートの使用を
禁止します

本機能を有効にすると、施設内の AP が連携してアクセス端末でローミング
操作を実行し、最大 31 の AP (異機種が混在していても可能) をサポートし
ます

本機能を有効にすると、デバイスは無線パケットを監視して周囲の無線環境
を検出します。



Cloudnetでの設定例

ネットワーク > メンテナンス >ツール > APランプ沈黙モードで、就業時間帯のみアクセスポイントのLED
を点灯するように設定できます。
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Cloudnetでの設定例

ネットワーク >デバイス > クラウドAPで、一覧表示されたアクセスポイントを選択すると、色々な操作の
ボタンが現れますが、その中のCLIヘルパーというボタンをクリックするとCLIコマンドによる設定変更が
できます。
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Cloudnetでの設定例

CLIヘルパーの画面
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注意事項

Cloudnetに接続する前にGUIにアクセスするためのSSID、 H3C_MACアドレスの下6桁はCloudnetに管
理されると非公開(hide)になります。

ネットワーク >設定 >クラウドAP > ログイン管理で確認できます。

※SSIDを非表示にするには機能をオンにし
ます。

※SSIDを非表示にするだけでなくパスフレーズ
の入力を促すにはオンにして
パスフレーズを登録します。
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クライアントの端末統計
ネットワーク > クライアント > 端末統計 > クライアントサマリー
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クライアントの端末統計
ネットワーク > クライアント > 端末統計 > クライアントの詳細

このデータをExcelにエクスポート
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クライアントの端末統計
Excelにエクスポートして集計に役立てる(例えば、SSID毎1日のトラフィック合計)

上り合計 下り合計

SSIDでソート

総合計
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登録されたAC/APの健康度
スマートO&M > サマリー
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APの健康度チェック
スマートO&M > ネットワーク > AP > 健康
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無線クライアント端末の健康度
スマートO&M > クライアント > 無線端末

1つのクライアントの詳細情報表示(次ページ)
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Expert Mode表示
スマートO&M > クライアント > 無線端末 (1つのクライアントの情報表示)

専門家モードでの表示(次ページ)
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Expert Mode表示
スマートO&M > クライアント > 無線端末 > 専門家モード

この中のいずれかの場所をクリックす
ると拡大表示されます(次のページ)
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無線クライアントのRSSI等

H3CでのRSSIの値は以下の方式に基づく値となりますので、ご注意ください。
RSSI=SNR(信号対雑音比: db) = Signal(dbm) － フロアノイズ(-95dbm）
Signalは信号強度であり、フロアノイズは－95dBmと見なされます。

スマートO&M > クライアント > 無線端末 > 専門家モード
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RSSI ＝SNR (信号対雑音比: db) = Signal(dbm) － フロアノイズ(-95dbm）

RSSI(db) dBM 評価

40以上 -55
非常に信頼性が高くリアルタイムの通信が可
能な水準

25～40 -70～-55
信頼性が高くリアルタイムの通信の最低限の
水準

15～25 -80～-70 遅いが信頼性の高い通信の最低限の水準
10～15 -85～-80 遅く信頼性の低い水準
10以下 -85 使用に耐えない

無線クライアントのRSSI等
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APのチャネル利用状況
スマートO&M > ネットワーク > AP > チャネル分析
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トポロジーマップ(LLDPを有効にする) 
Network > Sites 
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装置がCloudnetにつながらない？

<H3C>dis cloud-management state

Cloud connection state : Unconnected

Device state : Idle

Cloud server address : N/A

Cloud server domain name : cloudnet.h3c.com

Cloud connection mode : Https

Cloud server port : 19443

Connected at : N/A

Duration : 00d 00h 00m 00s

Process state : N/A

Failure reason : DNS parse failed

Last down reason : Configuration changed (Details: N/A)

Last down at : Mon Mar 14 17:37:52 2022

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

<H3C>display cloud-management state

Cloud connection state : Unconnected

Device state : Idle

Cloud server address : N/A

Cloud server domain name : cloudnet.h3c.com

Cloud connection mode : Https

Cloud server port : 19443

Connected at : N/A

Duration : 00d 00h 00m 00s

Process state : N/A

Failure reason : Processing register response failed

Last down reason : Device or process rebooted (Details: N/A)

Last down at : Mon Mar 14 17:40:33 2022

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APをインターネットにつなげる前 APがインターネットにつながった状態
DNSの設定がなされていない状態 しかし、Cloudnetには登録されていない状態

59



装置がCloudnetにつながらない？

<CLOUDAP01>display cloud-management state

Cloud connection state : Established

Device state : Request_success

Cloud server address : 52.163.242.100

Cloud server domain name : cloudnet.h3c.com

Cloud connection mode : Https

Cloud server port : 19443

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 00m 43s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : Device or process rebooted (Details: N/A)

Last down at : Mon Mar 14 17:40:33 2022

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態(このようになれば登録が成功しています)
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装置がCloudnetにつながらない？

<CLOUDAP01>system-view

System View: return to User View with Ctrl+Z.

[CLOUDAP01]probe

[CLOUDAP01-probe]display system internal cloud-management state

Device module name : PROBE

Cloud module name : probeclient

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/probeclient?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:33:09 2022

Duration : 00d 00h 00m 51s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態
Device module name : WSAL

Cloud module name : router_netconf

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/router_netconf?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

以下は内部情報ですが、登録が完了しているといくつかのモジュールが”Connected”になります
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装置がCloudnetにつながらない？

Cloud module name : sec_netconf

Connection state : Disconnected

Module URL : N/A

Connected at : N/A

Duration : 00d 00h 00m 00s

Process state : N/A

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
Device module name : apmgr

Cloud module name : apmgr

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/apmgr?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0
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装置がCloudnetにつながらない？

Cloud module name : rrmserver

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/rrmserver?D=219801A2YF821BE

000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
Device module name : cloudagent

Cloud module name : cloudagent

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/cloudagent?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0
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装置がCloudnetにつながらない？

Device module name : cmtnlmgr

Cloud module name : fsserver

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/fsserver?D=219801A2YF821BE0

00Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
Device module name : devmonitor

Cloud module name : devmgr

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/devmgr?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0
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装置がCloudnetにつながらない？

Device module name : pdtmgr

Cloud module name : pdtmgr

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/pdtmgr?D=219801A2YF821BE00

0Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
Device module name : portal

Cloud module name : portalmgr

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/portalmgr?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0                      

65



装置がCloudnetにつながらない？

Device module name : stamgr

Cloud module name : diagnosis

Connection state : Disconnected

Module URL : N/A

Connected at : N/A

Duration : 00d 00h 00m 00s

Process state : N/A

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
Cloud module name : stamgr

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/stamgr?D=219801A2YF821BE000Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0
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装置がCloudnetにつながらない？

Cloud module name : ssidmgr

Connection state : Connected

Module URL : 

https://oasisclouddev.h3c.com:443/v3/ssidmgr?D=219801A2YF821BE00

0Y3

Connected at : Tue Mar 15 08:32:54 2022

Duration : 00d 00h 01m 05s

Process state : Message received

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
Cloud module name : measureserver

Connection state : Disconnected

Module URL : N/A

Connected at : N/A

Duration : 00d 00h 00m 00s

Process state : N/A

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0
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装置がCloudnetにつながらない？

Cloud module name : auth-ppsk-dev

Connection state : Disconnected

Module URL : N/A

Connected at : N/A

Duration : 00d 00h 00m 00s

Process state : N/A

Failure reason : N/A

Last down reason : N/A

Last down at : N/A

Last report failure reason : N/A

Last report failure at : N/A

Dropped packets after reaching buffer limit : 0

Total dropped packets : 0

Last report incomplete reason : N/A

Last report incomplete at : N/A

Buffer full count : 0

APがCloudnetに登録された状態（続き）
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70予めCloudnet上にアカウントを作成

アカウントを作成する時の注意点
• アカウントを作成するとアカウント名は変更できません。
アカウント名を変更する必要があれば、削除(アカウントをキャンセルする)して
新たに作り直す必要があります。この時、既に装置を登録していて、コンフィグ
がクラウドに保管されていても、アカウントが削除されるとこの情報も削除されます。



71アカウントは階層管理ができます

テナント（マスターのアカウント）

• 階層のトップのマスターアカウントは作成した配下の全てのサイトに登録された装置
に対して操作権限があります。

• それぞれの配下のSierの案件ごとにサブアカウントを作成してサイトを作成し、装置
を登録することができます

• サブアカウントでは他のサブアカウントの情報にアクセスすることができませんので
セキュリティ上は問題ありません。

メールアカウント
• アカウント、サブアカウント毎にメールアドレスを登録する必要があります。予めSier

のためにテナントがアカウントを作る際にSierの担当者が決まっておらず、登録する
メールアドレスが不明な場合、ダミーのメールアドレスを登録して、後ほど変更する
ことができます。ちなみに、メールアドレスは、Cloudnet全体でユニークでなければ
なりませんので、使いまわしはできません。



72装置をCloudnetに登録する前に

装置のファームウェアは工場出荷時の推奨バージョンがインストールされております。

しかし、実際にキッティングするときには、すでに古くなっております。そのために、まず
は最新もしくはその時点での推奨バージョンをインストールすることが重要です。この
作業も、キッティングの一環として考えてください。

特にAPに関しては工場出荷時のまま構築されて問題が発生しております。
例えば、あるAPの初期バージョンではFITモードのみサポートしていてCloudAPに変
更できないという事例を見ております。また、CloudAPモードをサポートした初期では
Cloudnetに登録したらデバイスビューが表示されないなどもまれにありました。

大量にバージョンアップするヒントとして“H3C_多量のAPの一括バージョンアップの一つ
の方法”を参考にしてください。

https://h3cgroup-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/EUW9JPW839VApVuMLo-LsP4BS1FPw8Hjy-g4FdGuUgtOOw?e=CqmpuD
https://h3cgroup-my.sharepoint.com/:b:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/EUW9JPW839VApVuMLo-LsP4BS1FPw8Hjy-g4FdGuUgtOOw?e=CqmpuD


73装置をCloudnetに登録しておきます

Cloudnetに登録するために必要な情報
• Cloudnetに登録するために必要な情報は装置のシリアル番号のみです。装置のIP

アドレス情報は不要で、装置がインターネットにつながっていなくても構いませんの
で、予め登録しておくことができます。シリアル番号は装置の入っている箱に印刷さ
れておりますので箱から出さなくても登録はできます。

• 箱を紛失した場合はコマンドで確認できます。
<H3C> display device manuinfo

装置はExcelにシリアル番号を記入し、一括登録可能



74

APの注意点

スイッチ、ルーター、無線コントローラーはネットワークにつなげてインターネットにアク
セス出来れば、Cloudnetでの管理が始まりますので、Cloudnetでコンフィグを完成/変
更することができます。

APは工場から届いた状態であれば、FITモード(無線コントローラから管理されるので、
無線コントローラーが無い状態ではリブートを繰り返します)です。
しかし、無線コントローラーで管理されていれば、Cloudnetに登録する必要はありませ
ん。無線コントローラ経由で監視、管理できます。

Cloudnetで直接監視、管理するためにはAPを箱から出して、PoEに接続して、コン
ソールからCloud APモードに変更する必要があります。この作業がAPのキッティング
として必要になります。



75スイッチ、ルーター、無線コントローラー、AP共通

デフォルトではIPアドレスはDHCPから取得しますが、固定IPで出荷する場合は、以下
のようにします。

<H3C>sys

System View: return to User View with Ctrl+Z.

[H3C]interface Vlan-interface 1

[H3C-Vlan-interface1]ip address x.x.x.x マスク
[H3C-Vlan-interface1]quit

[H3C]save force

Validating file. Please wait...

Configuration is saved to device successfully.

[H3C]quit

<H3C>sys
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装置はCloudnet上の2か所には登録できません

よくあることですが、試験的に用意したサイトに登録したままにしておいて、登録した本
人もどこに登録したか忘れていて、新たに登録できないことがあります。

従って、このようなことを防ぐために試験が終わったら登録を削除してください。
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装置を削除し忘れた場合

登録しようとするとエラーメッセージがでますので、指示に従ってCloudnetから登録を
解除して再度登録します。

③でコピーされた解除コードをAP上で実行します
<H3C>sys
System View: return to User View with Ctrl+Z.
[H3C]cloud-management unbinding-code 4B54z034cFxxxxxx
[H3C]

①

②

③

④
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装置の設定はCloudnetから装置へダウンロードされます

APの場合、箱から出して、動作モードをCloudAPにしてIPアドレスを割り当て(オプショ
ン)てから箱に戻し、現地でネットワークに接続すると、予めCloudnetに行われた設定
がダウンロードされて電波をだすようになります。

設定はCloudnet上に作成したサイトに施せば、サイトに登録された全てのAPに同じ設
定がダウンロードされます。例えば、サイトに20台のAPを登録し、ロビーのAPのみ異
なる電波を出すような場合、別のサイトを作成してそこにコンフィグを施して当該APを
登録します。



01 APの動作モードの確認と変更

02 ハンズオン用Cloudnetアクセスアカウント
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03 Cloudnetへのアクセス準備

04 Cloudnetへのログインアカウントとサイトの作成

05 Cloudnetへ装置の登録

06 CloudAPの設定

07 CloudAPとクライアントの状態確認

08 Cloudnet接続トラブルシュート

09 キッティングについて

10 マニュアルについて
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マニュアルのダウンロードサイト

http://www.h3c.com/en/Support/Resource_Center/Technical_Documents/

https://www.h3c.com/jp/

① → ②
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製品カテゴリーの選択
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個別製品の選択



83
設置、コマンド、コンフィグ、保守マニュアル
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日本語資料、FAQなど準備中

https://h3cgroup-

my.sharepoint.com/:f:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/Ei

BUIldoWxFDnfFta80H7N4B6bQhl1dv263wp-SoMyJ36g?e=cmzjxu

https://h3cgroup-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/EiBUIldoWxFDnfFta80H7N4B6bQhl1dv263wp-SoMyJ36g?e=cmzjxu
https://h3cgroup-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/EiBUIldoWxFDnfFta80H7N4B6bQhl1dv263wp-SoMyJ36g?e=cmzjxu
https://h3cgroup-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/gw_koshiromasahiro_h3c_com/EiBUIldoWxFDnfFta80H7N4B6bQhl1dv263wp-SoMyJ36g?e=cmzjxu
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